
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が政治の道を志したきっかけは、人口減少・少子高

齢化に伴う財政状況の悪化や将来の社会保障制度への危

機感、またこの危機的状況を放置している既存の政治へ

の不信感、そして次世代に対する責任感からでした。 

その志を果たすため、市議時代の４年間は、税金の使

い方や事業のあり方が効果的・効率的に行われているか

を厳しくチェックするとともに、課題を指摘し改善案を

提案するという取り組みに重点を置いてきました。 

その際のポイントは「行政が本来果たさなければなら

ない役割とは何か？」を常に意識し、そのうえで人件費

を含めたすべての既得権を聖域とせず改革の対象とする

こと、また短期的・個別的な課題の解決だけをめざすの

ではなく、中長期的・全体的な視点で市政をチェックす

ることです。 

しかし、中長期的・全体的な取り組みは成果がすぐに

表れにくいことから、これまで多くの政治家は選挙で支

持を得やすい短期的・個別的な課題にのみ力を入れてき

ました。その結果が、人口減少・少子高齢化への対応の

遅れにつながり、それに伴う税収の減少と増大する社会

保障関連費の莫大なツケが、将来世代への借金という形

で先送りされています。 

私は目先の実績だけを追い求め、誰にでもいい顔をす

るのではなく、たとえ一部の人に嫌われようとも、大局

的に見て枚方のために必要だと思うことは、はっきりと

主張していくという姿勢を貫き、今後も市政の改革に邁

進していく覚悟です。    ＜裏面もご覧ください＞＜裏面もご覧ください＞＜裏面もご覧ください＞＜裏面もご覧ください＞    

＜経＜経＜経＜経歴＞歴＞歴＞歴＞昭和 43 年 9 月 12 日生まれ。阪保育所、殿山第二小学校、第三中学校、牧野高校、龍谷

大学文学部社会学科社会福祉学専攻を卒業。（株）報知新聞社での 11 年間の勤務を経て、かじや

行政書士事務所開業。大阪府行政書士会企画広報部副部長、同枚方支部副支部長、ＮＰＯ法人ひら

かた環境ネットワーク会議理事等を歴任。平成 23 年から 4 年間、枚方市議会議員を務める。 

＜現＜現＜現＜現在＞在＞在＞在＞かじや行政書士事務所代表、大阪府議会議員中司宏事務所政策スタッフ、大阪維新の会枚

方市支部事務局長、大阪府行政書士会綱紀委員、同枚方支部相談役、（一社）コスモス成年後見サ

ポートセンター会員、牧野高校同窓会牧友会副会長 など。 

＜趣＜趣＜趣＜趣味＞味＞味＞味＞読書（主にノンフィクション）、卓球、スポーツ観戦（プロ野球、格闘技など）、神社仏閣

巡り（西国三十三所巡礼中）、観劇（宝塚歌劇団等のミュージカルなど）。 

 

 

午前 6 時 20 分頃～8 時 30 分頃に駅前で「市政報告」の配

布を行っています。 


